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今
定
例
会
で
可
決
し
た
意
見
書
は

次
の
と
お
り
で
す
。

認
知
症
高
齢
者
の
徘
徊
に
対
す
る
補

償
に
関
す
る
対
策
を
求
め
る
意
見
書

　

厚
生
労
働
省
の
発
表
に
よ
る
と
、

わ
が
国
の
認
知
症
高
齢
者
の
数
は

２
０
２
５
年
に
は
約
700
万
人
、
65
歳

以
上
の
高
齢
者
の
約
５
人
に
１
人
に

達
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

当
区
に
お
い
て
も
、
要
介
護
（
要
支

援
）
認
定
者
数
は
３
万
人
を
超
え
て

お
り
、
そ
の
う
ち
２
万
人
程
度
は
認

知
症
症
状
を
有
し
て
い
る
と
推
測
さ

れ
て
い
る
。
特
に
、
徘
徊
高
齢
者
を

抱
え
る
家
族
の
ほ
と
ん
ど
は
、
24
時

間
365
日
、
徘
徊
高
齢
者
を
見
守
り
続

け
て
お
り
、
徘
徊
状
態
と
な
っ
た
場

合
に
は
、
一
刻
も
早
く
保
護
す
る
べ

く
最
大
限
の
努
力
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
年
３

月
１
日
に
、
認
知
症
高
齢
者
の
徘
徊

に
対
す
る
損
害
賠
償
事
件
の
最
高
裁

判
決
が
あ
っ
た
。
判
決
内
容
を
斟
酌

す
る
と
、
徘
徊
高
齢
者
を
抱
え
る
家

族
は
、
今
以
上
に
見
守
り
を
し
て
い

な
け
れ
ば
、
徘
徊
高
齢
者
が
起
こ
し

た
事
故
に
つ
い
て
の
賠
償
責
任
を
負

う
こ
と
と
な
っ
て
い
く
か
、
あ
る
い

は
、
全
く
介
護
に
携
わ
っ
て
い
な
け

れ
ば
免
責
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
と
な

る
。

　

同
居
を
し
て
い
な
く
て
も
、
こ
れ

ま
で
自
分
の
親
の
介
護
を
積
極
的
に

行
い
、
支
え
合
い
を
続
け
て
き
た
家

族
を
支
援
す
る
た
め
に
も
、
新
た
な

制
度
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
国
会
及

び
政
府
に
対
し
、
徘
徊
高
齢
者
が
事

故
を
引
き
起
こ
し
た
際
に
、
そ
の
家

族
及
び
被
害
者
に
対
し
て
補
償
が
で

き
る
賠
償
責
任
保
険
、
基
金
制
度
等

を
つ
く
る
な
ど
対
策
を
講
ず
る
よ
う

強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規

定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。

（
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
厚
生
労

働
大
臣
あ
て
）

食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
て
の
取
り
組

み
を
求
め
る
意
見
書

　

食
物
は
世
界
中
の
人
々
に
と
っ
て

大
事
な
限
り
あ
る
資
源
で
あ
る
。
世

界
で
は
全
人
類
が
生
き
る
た
め
に
十

分
な
量
の
食
物
が
生
産
さ
れ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
３
分
の
１

は
無
駄
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
。
中
で

も
、
も
っ
た
い
な
い
の
は
、
ま
だ
食

べ
ら
れ
る
状
態
な
の
に
捨
て
ら
れ
て

し
ま
う
食
品
ロ
ス
で
あ
る
。
農
林
水

産
省
に
よ
る
と
、
日
本
で
は
年
間
２

８
０
１
万
ト
ン
の
食
品
廃
棄
物
が
発

生
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
の
642
万
ト

ン
が
食
品
ロ
ス
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

　

食
品
ロ
ス
の
半
分
は
事
業
者
の
流

通
・
販
売
の
過
程
の
中
で
起
き
、
も

う
半
分
は
家
庭
で
の
食
べ
残
し
や
賞

味
期
限
前
の
廃
棄
な
ど
で
発
生
し
て

い
る
。
削
減
に
は
、
事
業
者
に
よ
る

取
り
組
み
と
と
も
に
、
国
民
の
食
品

ロ
ス
に
対
す
る
意
識
啓
発
も
問
わ
れ

て
く
る
。

　

よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
政
府
に

対
し
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
国
民
、

事
業
者
が
一
体
と
な
っ
て
食
品
ロ
ス

削
減
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
進
め

る
た
め
、
下
記
事
項
の
早
期
実
現
を

強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

記

１　

食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
て
、
削

減
目
標
や
基
本
計
画
を
策
定
す
る

と
と
も
に
、
食
品
ロ
ス
削
減
推
進

本
部
の
設
置
や
担
当
大
臣
を
明
確

化
す
る
こ
と
。

２　

加
工
食
品
等
の
食
品
ロ
ス
を
削

減
す
る
た
め
、
需
要
予
測
の
精
度

向
上
に
よ
り
過
剰
生
産
の
改
善
を

図
る
と
と
も
に
、
商
慣
習
の
見
直

し
に
取
り
組
む
事
業
者
の
拡
大
を

推
進
す
る
こ
と
。

３　

飲
食
店
で
の
食
品
ロ
ス
削
減
に

向
け
て
、
食
べ
き
れ
る
分
量
の
メ

ニ
ュ
ー
や
量
よ
り
質
を
重
視
し
た

メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
「
飲
食
店
で
残
さ
ず
食

べ
る
運
動
」
な
ど
好
事
例
を
全
国

的
に
展
開
す
る
こ
と
。

４　

家
庭
に
お
け
る
食
品
在
庫
の
適

切
な
管
理
や
食
材
の
有
効
活
用
な

ど
普
及
啓
発
を
強
化
す
る
こ
と
。

ま
た
、
学
校
等
に
お
け
る
食
育
・

環
境
教
育
な
ど
、
食
品
ロ
ス
削
減

に
効
果
が
見
ら
れ
た
好
事
例
を
全

国
的
に
展
開
す
る
こ
と
。

５　

フ
ー
ド
バ
ン
ク
や
子
ど
も
食
堂

な
ど
の
取
り
組
み
を
全
国
的
に
拡

大
し
、
未
利
用
食
品
な
ど
を
必
要

と
す
る
人
に
届
け
る
仕
組
み
を
確

立
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
災
害
時

に
フ
ー
ド
バ
ン
ク
等
の
活
用
を
進

め
る
た
め
、
被
災
地
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
な
ど
必
要
な
支
援
を
行
う
こ

と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規

定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。

（
内
閣
総
理
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、

厚
生
労
働
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
、

経
済
産
業
大
臣
、
環
境
大
臣
、
内
閣

府
特
命
担
当
大
臣
（
消
費
者
及
び
食

品
安
全
）
あ
て
）

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
に
対
す
る
支
援
の

充
実
に
関
す
る
意
見
書

　

骨
髄
移
植
及
び
末
梢
血
幹
細
胞
移

植
は
、
白
血
病
等
の
難
治
性
血
液
疾

患
に
対
す
る
有
効
な
治
療
法
で
あ
る
。

広
く
一
般
の
方
々
に
善
意
に
よ
る
骨

髄
等
の
提
供
を
呼
び
掛
け
る
骨
髄
バ

ン
ク
事
業
は
、
公
益
財
団
法
人
日
本

骨
髄
バ
ン
ク
が
主
体
と
な
り
、
移
植

に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提

供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
い

て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

骨
髄
バ
ン
ク
事
業
に
お
い
て
、
平

成
28
年
２
月
現
在
の
ド
ナ
ー
登
録
者

数
は
45
万
人
を
超
え
、
患
者
と
の
Ｈ

Ｌ
Ａ
適
合
率
は
９
割
を
超
え
て
い
る

一
方
で
、
そ
の
う
ち
移
植
に
至
る
の

は
６
割
未
満
に
留
ま
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
ド
ナ
ー
の
健
康
上
の
問
題
の

ほ
か
、
提
供
に
伴
う
通
院
や
入
院
等

の
た
め
の
休
暇
を
認
め
る
か
否
か
は
、

ド
ナ
ー
を
雇
用
し
て
い
る
事
業
主
ご

と
に
対
応
が
異
な
る
こ
と
な
ど
、
様

々
な
要
因
に
よ
る
。

　

骨
髄
バ
ン
ク
事
業
で
は
、
骨
髄
等

の
提
供
に
際
し
て
の
検
査
や
入
院
等

に
必
要
な
交
通
費
、
医
療
費
等
、
ド

ナ
ー
側
の
費
用
負
担
は
な
く
、
ま
た
、

万
一
、
骨
髄
等
の
提
供
に
伴
う
健
康

障
害
が
生
じ
た
場
合
で
も
、
日
本
骨

髄
バ
ン
ク
に
よ
る
損
害
補
償
保
険
が

適
用
さ
れ
る
な
ど
、
ド
ナ
ー
の
負
担

軽
減
に
関
し
て
様
々
な
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
ド
ナ
ー
が
、
検
査
や
入

院
等
で
病
院
に
出
向
く
な
ど
し
て
仕

事
を
休
業
し
た
場
合
の
補
償
は
、
現

在
行
わ
れ
て
い
な
い
。
ド
ナ
ー
が
安

心
し
て
骨
髄
等
を
多
く
の
患
者
に
提

供
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
が

早
急
に
求
め
ら
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
政
府
に

対
し
、
骨
髄
移
植
等
の
一
層
の
推
進

を
図
る
た
め
、
ド
ナ
ー
に
対
す
る
支

援
の
充
実
に
関
し
、
下
記
事
項
の
早

期
実
現
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

記

１　

事
業
主
向
け
に
策
定
し
た
労
働

時
間
等
見
直
し
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

中
で
ド
ナ
ー
休
暇
制
度
を
明
示
す

る
な
ど
、
企
業
等
の
取
り
組
み
を

促
進
す
る
た
め
の
方
策
を
講
ず
る

と
と
も
に
、
ド
ナ
ー
休
暇
の
制
度

化
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
。

２　

ド
ナ
ー
が
、
骨
髄
等
の
提
供
に

伴
う
入
院
、
通
院
、
打
ち
合
わ
せ

等
の
た
め
に
休
業
す
る
場
合
の
補

償
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
検
討
す

る
こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規

定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。

（
内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
厚

生
労
働
大
臣
あ
て
）

【
い
ず
れ
も
６
月
22
日
議
決
】

意
見
書
と
は
？

　

区
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
直
接
関

わ
る
こ
と
で
も
、
そ
れ
が
国
や
東
京

都
な
ど
の
仕
事
の
場
合
に
は
、
区
だ

け
で
は
解
決
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
地
方
自

治
法
に
基
づ
い
て
区
議
会
の
意
思
を
、

「
意
見
書
」
や
「
要
望
書
」
と
し
て

ま
と
め
、
国
会
や
大
臣
・
都
知
事
な

ど
の
関
係
機
関
に
提
出
し
、
問
題
の

積
極
的
な
解
決
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
区
議
会
の
意
思
表
明
と
し

て
「
決
議
」
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

委員会名 日　　程
主な内容（件数）

審査
報告 その他

議案 請願 陳情

総 務 委 員 会
4 月 14 日（ 木 ） 2 8

5 月 30 日（ 月 ） 2

6 月 13 日（ 月 ） 5 1 3 8

区 民 委 員 会
4 月 15 日（ 金 ） 3 9

6 月 15 日（ 水 ） 7 3 11

産 業 環 境 委 員 会
4 月 15 日（ 金 ） 4

6 月 15 日（ 水 ） 　 10

厚 生 委 員 会
4 月 18 日（ 月 ） 1 4 12

6 月 16 日（ 木 ） 1 4 11

建 設 委 員 会
4 月 19 日（ 火 ） 4 5

6 月 16 日（ 木 ） 5 3 10

文 教 委 員 会
4 月 21 日（ 木 ） 　 3 7 陳情の取下げ１件

6 月 13 日（ 月 ） 3 3 9

議 会 運 営 委 員 会

5 月 10 日（ 火 ） 1 　 第１回臨時会、第２回定例会について

5 月 27 日（ 金 ） 　 　 第１回臨時会について

6 月　9 日（ 木 ） 　

第２回定例会について6 月 14 日（ 火 ） 1 　

6 月 21 日（ 火 ）

交 通 網 ・都 市 基 盤 整 備
調 査 特 別 委 員 会

4 月 20 日（ 水 ） 1 2

6 月 17 日（ 金 ） 1 6

待機児童・子どもの貧困対策
調 査 特 別 委 員 会

4 月 22 日（ 金 ） 3 6

6 月 17 日（ 金 ） 3 5

災 害  ・ オ ウ ム 対 策
調 査 特 別 委 員 会

4 月 21 日（ 木 ） 1 2 2

6 月 20 日（ 月 ） 1 3

エ リ ア デ ザ イ ン
調 査 特 別 委 員 会

4 月 22 日（ 金 ） 1 3

6 月 20 日（ 月 ） 1 5

■委員会活動


